
SMF宝船展 2019＠MOMASに参加して  石﨑幸治 

 

参加した感想 

� 昨年の宝船展を拝見したらいろいろな分野の面白い作品展示がありました。

そして何よりも出品者自身が楽しんでいる様子が伝わって来ました。私も参加

したいという思いが叶って、今年の宝船展に出品させていただきました。�

� 出品に際して何か審査があるのかなと思っていたら出品者アンケートを提出

したらすぐに許可されて拍子抜けしました。誰でも参加できるこのゆるさ加減

がいいですね。�

� 反省会で「来場者から作品について質問を受けたときに答えられなかった」

という意見がありました。他人の作品のことは分からないのは当たり前です。

「私も分からないです。一緒に考えましょう」と答えれば良いのですという主

催者の意見に笑ってしまった。�

� こんなに自由で出品者と来場者が交流して一体になる展覧会は他にはありま

せん。来年も是非参加したいし、皆さんの元気な顔を見たいです。�月の同時期

に地下の展示室に借り手が現れないように願っています。�

出品番号 01番 実写錯視画像 

� �

作品の解説�

� デジタルカメラの出現とインターネットの普及で写真を撮影して発表すると

いうことが大きく変わりました。フィルムカメラは撮影しても現像しなければ

画像を見ることができません。デジタルカメラは撮影後すぐにモニターで確認

することができます。写っていなかったという失敗がなくなりました。�

� それからカメラが進歩して難しい操作をしなくてもシャッターボタンを押せ

ば誰でも綺麗な写真を撮ることが可能になりました。撮影を専門にするカメラ

マンが段々必要なくなった。またインターネットの普及で紙媒体の印刷物が減

ってカメラマンという職業が専門職でなくなったと思います。�

� 綺麗に写るのは当たり前の時௦に⊂自の写真を撮るたࡵには࡝うしたら良い

のでしょうか。人㛫が㋃ࡳධれていないᮍ㛤の地に⾜って撮影する。あるいは

ⰼが‶㛤ࡸ⣚ⴥの時期に撮影する。ࡕ࡝らも撮影をするのは大変ですが、その

場に❧てば誰でも同ࡌような写真が撮れるように思います。�

� 見័れた㢼ᬒでも撮影者の考え抜いたᢏἲで⊂自のどⅬの㢼ᬒ写真が撮れな

いだろうか。今ᅇは㢼ᬒの一㒊を⤮ࡸ写真にしたものを現場にᡠってᐇ写する

᪉ἲで私の㢼ᬒ写真を作りました。今後は㖟ᗙᅄ୎┠交ᕪⅬ、ὸⲡᑎの㞾門ࡸ

ⓚᒃの஧㔜ᶫな࡝ᮾிのྡᡤをこのᢏἲで撮影するつもりです。�

出品番号 02番 錯ᙾ࠶٭ᑶ֥ 

� � �

作品解説�

� 㝡ⱁは自分で作ったᩱ⌮を気にධった㣗ჾで㣗࡭たかったので ��年前にጞࡵ

ました。ᕷの᪋タのㅮᗙに参加して月 � ᅇのไ作を⥆けました。ࡸはりᢏ⾡は

㞟୰ⓗにᏛࡪ必要があります。自分が‶㊊する㣗ჾを作れるようになるまで ��

年も᥃かってしまった。�

� 㣗ჾのḟは㐀ᙧ作品を作りたいと思いました。他の人が作った作品のᢈホは

できますが、自分で作ってࡳると඲くୖ手くできません。㣗ჾと㐪って⏝㏵が

ないものだから自由な発᝿で今までに見たことないものを作りたいと願っても

作りたいᙧが思いᾋかࡧません。�

� ඛ人が作ったものを෌現するはᢏ⾡の伝ᢎとḧしい人がいるから大஦なこと

と思います。でも๰㐀者が誰でも┠ᣦす自分のᕤኵを加えて今の時௦でしか作

れないものはないだろうか。�

� 作者が思いを㎸ࡵて作った作品でも、その思いが見る人になかなか伝わらな

いことがあります。ヲしい説᫂がなくても見る人が୙思㆟に思う❧体はないだ

ろうか。一⏕ᠱ࿨に考えて見るゅᗘによって඲く㐪うᙧに見える「❧体㘒ぬ㝡

ჾ」を作りました。⪁いもⱝきも段ボール⟽のなき✰をないて「あれれ。変だ

な」と楽しんで下さったようです。�

ͤᙧはᮡཎཌྜྷさんの「❧体㘒ぬ」を参考にしました。�
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NO,3	石上城行	 	記憶の容	－舟－（テラコッタ）	 /	 大きな河(ドローイング)	

	

	

今回の宝船展では、テラコッタの作品と合わせてドローイングを展示した。一般的にテ

ラコッタの作品には古色仕上げと呼ばれる時間が経過したような風合いを出す仕上げを施

す場合が多いが、微妙なニュアンスを追求するあまり、派手さがない。そのため、慣れて

いない鑑賞者にとっては、退屈な印象を与えてしまう。よく「彩色をしてみてはどうか？」

というアドバイスをいただくが、（挑戦はしたが）あまりうまくいったことがない。そこで

最近取り組んでいるのが鮮やかな色使いのドローイングと合わせて展示するというスタイ

ルである。テラコッタ作品の形状とつながる色彩のドローイングを提示することで、想像

の幅を広げるきっかけになってほ

しいと考えている。	

今回は船のような形状のテラコ

ッタ作品の借景として青いドロー

イングを配してみた。船が記憶とい

う時間の海を自在に旅する様が想

起されるのではないかと期待して

いる。	

「�のKーU」では、���	

のl��÷t（大ĒでĐy

o�）をYタに、Þuĉ形

と 
�（Þu½像）ĕ使した

uĖ�のアーU作品を提Ç

してみた。このアイTDア

は「`Z（¨}作品à）」を

ÚóするÏ�をçけてきた

者として¹しいóÖをÊâ

する®考の経過を示した9

のである。これまでの¨}

の展示のようにúéされた

「`Z」と Ęに�き合う

のではなく、インタラHテ

D^なôáを�えることで

ćに「`Z」のăČがõえてくるのではないか？と考えたか<だ。最ã的にはこの作品を

uĖすることをĈ!て鑑賞者それ&れが­れていた自|自Ăと出tってほしいと考えてい

る。ただ�Öする�ì¯はほとんどないので、まさに�のÔýということになるが、9し

どこかでQaンスがあればいつか挑戦してみたいと®っている。	

	

最«に「Fー_ンスタLF」で行われた「ライ^iインスタfーKcン」にøれて�く。

この展示が´Þした経èは、�´ĎをÙþするÓにこれまでの宝船展になかったôáを�

えようというÚ想か<�まった9ので、æÆ的に�´ĎのÙþは�わなかったがÈめて今

¼的なûみとなったと±!ている。	

展÷t場に、Å場者が様�なáÄを使って自Øに~作できる状Îをúéしたことで、~

作の´Æである「作品」と、~作の_ロOスを�間õることができる「スタLF」を�時

にuĖすることが�ìとなり、\Uが~ĉと®考を©ċしなが<~作Ï�にいそし7�の

一ßをõていただくことができた。多くのÅ場者（アーテDスU9、それs�9）がpÑ

しなが<ライ^±öで作品を×み出していく

様�は、まさにÁË的なインスタfーKcンで

あり、Ã展のGaッQ]fーNである「~ĉの

海」を提示することができたのではなかと考え

ている。きわめてアWログなこのûみが、期せ

#して多様なインタラHKcンをü¥したこ

とは、今«の展Đにつながる大きな´Æとなっ

たと�±している。	
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